



































































The process of coping with the difficulty felt by students in perioperative nursing practice





























リ ー・ ア プ ロ ー チ（Modified Grounded Theory 
Approach：以下M-GTA）４）とする手法を用いて
行った。
M-GTAは、データに密着した継続的比較分析と
いう特性を踏まえ、研究テーマによって限定された
範囲内で説明力の優れた理論を生成する質的研究方
法である。この方法は社会的相互作用に関係し、プ
ロセス的特性をもっている。
今回の研究では，周手術期看護実習での看護学生
が、実習で困難感に直面したとき、どのような感情
や思考により行動してきたのか、その対処のプロセ
スを明らかにすることを目的としている。そのため
認識、行動の変化は、周囲の人間、環境との相互作
用のプロセスを有することからM-GTAが適してい
ると考えた。
本研究における分析テーマは、「周手術期看護実
習での学生が感じた困難感における対処のプロセ
ス」とし、分析焦点者は、「周手術期看護実習での
看護学生」とした。
まず実際の困難感の具体例が多様であるデータを
選び、分析焦点者と分析テーマに照らしながら関連
箇所に着目し、それを一つの具体例（ヴァリエー
ション）とし、説明概念を生成した。概念を生成す
る際に分析ワークシートを用いた。そして、複数概
念の関係からカテゴリを作成し、その概要を完結的
に文章化（スト－リーライン）し、さらに結果図を
作成した。
データの信頼性・妥当性を確保するためにピア・
ディブリーフィングにより、様々な角度から解釈の
妥当性を検討した。また、M-GTAの方法論につい
ては、質的研究、M-GTAを精通している教員から
スーパーバイズを継続的に受けた。
Ⅴ. 倫理的配慮
本研究は，共立女子大学・短期大学倫理審査委員
会承認（KWU-IRBA#13043）を受け、実施した。
1.  研究対象者には、研究の目的と方法を説明し、研
究への参加は自由意思であること、いつでも拒否
する権利があること、途中中断や協力の取り下げ
が可能なこと、成績には一切関与しないことにつ
いて文書と口頭にて説明し、同意を得た。
2.  インタビューに45～60分程度を要することを説
明し、実施日時は対象者の希望を優先し、調整を
行った。
3.  録音については、面接開始前に説明し、許可が得
られた場合のみ録音する。また、研究データは研
究者が責任をもって施錠場所に管理し、研究の
データおよび結果は、研究終了後に削除すること
について、文書と口頭にて説明し、同意を得た。
4.  本研究は、公表する際、匿名性を必ず守ることを
文書と口頭にて説明し、同意を得た。
5.  インタビュー実施前に同条件の者にパイロット
スタディを実施し、インタビューガイドの修正を
行った。
Ⅵ. 結果
1. 研究対象者の概要
１）研究対象者：10名。
２） 既実習領域：成人慢性期看護実習、小児看護学
実習は全員が終了。在宅看護学実習、高齢者看
護学実習、母性看護学実習領域の３領域中２領
域が終了。
３）受け持ち人数の平均：1.6名。
４）平均受け持ち日数：7.3日。
５）面接時間の平均：55分。
６）データ収集：平成26年11月～平成27年１月。
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2. カテゴリと概念（表１）
プロセスは分析の結果、17のカテゴリ、34の概
念により明らかになった。
以下、抽出されたカテゴリを【　】、概念は〈　〉
と表記する。
また、カテゴリや概念を説明するヴァリエーショ
ンは、インタビューデータからの引用であり、「　」
で表記する。引用内の（　　）は、文脈を明確にす
るために研究者が補足したものである。語りの後に
〔　〕で記載してあるアルファベットは対象者の識
別記号とした。
3．ストーリーライン（図１）
以下、抽出されたカテゴリを【　】と表記する。
周手術期看護実習での学生は、実習前に【ネガ
ティブな実習体験からの脱却】を図るため、【事前
学習への努力】及び【教員への積極的な希求】を行
い、不安な気持ちを払拭し、【周手術期看護実習へ
の展望】を抱き、前向きに実習に臨む姿へと変化し
ていた。
実習開始後は、受け持ち患者・指導者・スタッフ
との良い人間関係形成を築こうと【想像した自分の
姿】を描いた。【効果的なコミュニケーションスキ
ルの活用】を駆使し、【生活者の視点を探る】こと
で患者の持てる力に応じた術前看護や術後合併症リ
スク等の看護問題の解決を図るため【演習記録の活
用】から実践につなげていた。
そして疾患・病態理解に困った時には【基礎から
の学びなおし】を行い、看護計画発表やメンバーと
の意見交換の場である【カンファレンスの活用】と
【指導者・教員からの助言】を得ることで、回復過
程に必要な看護の理解を深め、【根拠をもった看護
の提供】につなげようとしていた。しかし、予期せ
ぬ患者状況の変化では計画変更を余儀なくされ、
【看護ケアのタイミングを待つ】ことで患者の反応
や個別性を大切に援助する重要性に気づくきっかけ
となっていた。
３週間ケアを繰り返し行い、【日々の看護技術の
成果】を感じ、実習を振り返り支えてくれた【周囲
への感謝】をしつつ、【実習での新たな気づき】を
し、【看護への探究心と志向性の深まり】へとつな
がり、周手術期看護実習における学生が感じた困難
感における対処のプロセスが導き出された。
a. 第Ⅰ期
【ネガティブな実習体験からの脱却】は、〈何とか
なるという思い〉〈今までの実習を挽回したい〉で
構成されていた。
「周手術期の実習は速い・厳しい・大変というイ
メージが大きいけど、もうそんなこと考えてもしょ
うがないので、〈何とかなるという思い〉でやろう
と思って……ちょっとあきらめていたことが逆によ
かったのかも」〔C〕
「今までの実習がちょっとトラウマみたいになっ
ていて、考えすぎはよくないかと思って……それで
〈今までの実習を挽回したい〉なという思いが強
かったのがよかったのかもしれない。」〔D〕
【事前学習への努力】は、〈復習・事前学習の大切
さ〉〈技術練習を実践につなげたい〉で構成されて
いた。
「実習はやっぱり実習前にテキストで〈復習・事
前学習が大切〉だと気づいた。」〔A〕
「実習で緊張したりしてうまく援助ができなかっ
たので、〈技術練習を実践につなげたい〉と思って
事前にメンバーと練習しました。」〔E〕
【教員への積極的な希求】では、〈自分の課題を克
服したい〉〈看護展開に対する疑問の解決〉で構成
されていた。
表１　抽出されたカテゴリ・概念
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「前の実習とかで自分ができなかった課題が少し
わかったっていうか……〈自分の課題を克服して実
習できたらいいな〉と思って……」〔J〕
「看護過程の展開が理解できてなくて、前の実習
でよくわからず記録をしていたので、〈先生に事前
に質問に行って……そう書けばいいとわかったから
安心できた〉のかな」〔I〕
【周手術期看護実習への展望】では、〈周手術期看
護実習への希望〉〈周手術期看護実習への覚悟〉で
構成されていた。
「この（周手術期看護）実習では、今までの実習
ではあんまり手ごたえみたいなものを感じられな
かったので、……〈目標をもってやってみたい〉と
思った」〔A〕
「実習も後半になってきたので、周り（病棟）も
それなりに期待しているので、〈頑張ってやらなく
てはという思いが強かったというか覚悟をもって臨
んだ〉感じでした。」〔D〕
b. 第Ⅱ期
【想像した自分の姿】では、〈心機一転できる思い
を描く〉〈環境変化への対応〉で構成されていた。
「何だろう、今回の（周手術期）実習では、〈新た
な気持ちで頑張れる自分が何か想像できた〉んです
よ。」〔C〕
「この病院は前にも来ていて、〈環境は慣れてい
る〉し、手術見学は初めてだけど何とか対応できる
と思っていました。」〔G〕
【効果的なコミュニケーションスキルの活用】で
は、〈コミュニュケーション技術の振り返り〉〈コ
ミュニケーションの実践〉で構成されていた。
「この前の実習では患者さんとの会話が難しくて、
実際に質問が来たとき返答に困って、〈こんなとき
どうしたらよいのか〉みんなに聞いてもらって一緒
に考えてもらえた。」〔H〕
「手術の患者さんだと思うと何を話せばよいのか
戸惑ったけど、仕事や趣味の話を聞いているうちに
〈頑張って話せば会話が生まれる〉体験できたのが
本当によかった。」〔F〕
【生活者の視点を探る】では、〈身近な生活からみ
る努力〉〈患者の個別性を明らかにする〉から構成
されていた。
「生活者として患者さんを見られずに、でも先生
とかにアドバイスもらって〈身近なところからみる
努力〉をしたら、入院前こんな生活していたのだと
わかって、次第に親近感が湧いて……あの変な焦り
みたいのはなくなった……」〔B〕
「手術を受けた患者さんは、みんな同じように経
過すると思っていたけど、やっぱり<今までの生
活でどんな風に過ごしていたのか情報を少しずつ整
理していくうちに違う>と気づいて、1人目の方は
食べるのが好きで……食止めのときがつらいとおっ
しゃって、２人目の方は痛くて動けないのがつらい
図１　周手術期看護実習で看護学生が感じた困難感の対処プロセス　結果図
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とおっしゃって、元々自転車でどこでも行っていた
ので……」〔G〕
【演習記録の活用】では、〈演習記録を見直す〉
〈演習事例の活用〉から構成されていた。
「最初の情報収集は、どの情報の優先度が高いの
か、本当にわからなくて……そうしたら〈演習記録
を見直し〉てみたら、授業で術前検査の見方とかア
セスメントの視点とかをやっていたなと思い出して
……」〔E〕
「開腹手術ではなく、腹腔鏡での手術だったので、
〈演習での事例が活用〉できると思って、テキスト
をみて、合併症とか副作用とかの理解につながった
と思う。」〔H〕
c. 第Ⅲ期
【基礎からの学びなおし】では、〈解剖生理からの
再学習〉〈疾病と看護をつなぐ〉で構成されていた。
「授業で習った疾患ならいいけど、今回の○○が
んは習ってなくて〈解剖生理から再度学習〉するこ
とになったのは困ったけど……やっぱり臓器の機能
や機能障害とか理解できないと看護できないので
……」〔J〕
「〈疾患も学習したし、看護も調べたけど、両方を
関連づける〉のが苦手で……だから今回は早目に関
連図に取りかかろうと思って、全体がみえるように
何とか準備したのがよかったのかな？」〔B〕
【カンファレンスの活用】では、〈メンバーとの意
見交換〉で構成されていた。
「術後合併症の好発時期は事前学習ではやってい
たけど、なんか途中でわからなくなって、グループ
メンバーと〈カンファレンスで（看護問題）を互い
に話して〉看護計画へつなげることを理解できた。」
〔F〕
「自分がやっていること（看護）が不安になって、
〈カンファレンスでみんなに意見を求めて〉、『大丈
夫、私も同じこと考えてやっていた……』と言われ
て安心したし、ケアの違う方法を教えてもらえた。」
〔A〕
【指導者・教員からの助言】は、〈指導者への相
談〉〈教員への確認〉で構成されていた。
「毎朝計画発表のときに緊張するし、すごく困る
けど、〈指導者さんに思い切って相談〉したら、『こ
んなケアしてみたらいいかも？』とアドバイスして
くれて、やっぱり相談してよかった。」〔C〕
「計画発表のときに『根拠は？』と指導者さんに
聞かれるのでその前に、〈先生へ確認〉を求めて、
間違いじゃないか確認してもらえて、ちょっと自信
をもって発表できるようになったと思う。」〔E〕
【根拠をもった看護の提供】では、〈シャドーイン
グ実習からの糸口〉〈根拠の重要性を確信〉〈患者の
状況に合わせた指導〉で構成されていた。
「患者さんのケアがどうすれば効率的か考えても
自分で答えが出なくて……そうしたら〈シャドーイ
ング実習でのケア〉を思い出して、患者さんに前を
拭いてもらう間に後ろを拭きながら着替えを準備で
きたなと……」（F）
「『何でこのようにケアするの？』と指導者さんに
突っ込まれて、すごく困ったし、戸惑ったけど、冷
静になって考えてみたら患者状況とか自分で考えた
こと話しているうちに〈根拠は大事なことだなと改
めて思えた〉のが大きな学びだった。」〔C〕
「退院後のことを考えておかないと、いざ（退院）
間近となって慌てることになってしまって、情報も
中途半端だったので、正直〈患者の状況に合わせた
指導〉を行うには準備が必要だったなと反省ばかり
でした。でも指導できたからこんな風に思えたのか
な？と今は思えるようになった。」〔E〕
【看護ケアのタイミングを待つ】では、疼痛緩和
のタイミングを待つ〉〈離床のタイミングに合わせ
たケア〉で構成されていた。
「術後3日目くらいまでは創部痛が強く、〈痛みが
軽減するのを待つ〉ことになって、疼痛のコント
ロールって、患者さんによって全然違うから本当に
困ってしまって、他のケアも断られるし……でも鎮
痛薬が効いたら出来たので、待つことは大切だなと
思った。」〔B〕
「さあ、清拭しようと思って訪室したら『看護師さ
んから離床するよ』と言われて、ケアはどうすれば
いいの？……と悩んでいたら『離床とケアを一緒に
やる方法は？』と質問されて一瞬パニックになった
けど、〈離床のタイミングに合わせたケア〉の方が患
者さんは一回で済むことを考えて、ちょっと時間を
もらって計画変更して実施できてよかった。」〔F〕
d. 第Ⅳ期
【日々の看護技術の成果】では、〈看護ケア実践の
積み重ね〉〈看護ケアでの回復促進〉で構成されて
いた。
「毎日患者さんの希望で洗髪させてもらって、最
初はヘタクソな技術で『まだまだだな』と患者さん
に言われて落ち込み、明日は……と思って実践した
けど、3回目から『昨日より気持ちよかったよ』っ
て言ってもらえるようになって、〈看護ケアを実践
できてよかった〉と嬉しかった。〔A〕
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「患者さんと一緒にケアしたり、歩行したりすると
患者さんが昨日より回復されていて、それを間近で
見ていたら〈明日もケアを頑張ろう〉と思えた。〔I〕
【周囲への感謝】では、〈支えてくれた人へのあり
がとうの言葉〉〈実習継続できた心からのお礼〉で
構成されていた。
「今まで実習は孤独でつらいものだとどこかで
思っていて、でも自分だけが苦しいのではなくて、
グループメンバーにも先生や指導者さんにもそして
受け持ちの患者さんにも支えられて（３週間）やっ
てこられたんだなぁって〈支えてくれたみんなへあ
りがとう＞と言いたい。」〔A〕
「（実習）が途中できついなと感じたけど、実習が
ここまで＜継続できたからたくさんの学びができた
のかなと思うと患者さんへ心からお礼＞の言葉しか
ないな。」〔F〕
【実習での新たな気づき】では、〈自分の課題を自
覚する〉〈人間の回復力〉で構成されていた。
「この実習をしてみて、自分はまだまだ看護を理
解できていないなと思うことが多くて、速い展開に
追いつくまでにも至っていないなと……でもこの実
習で自分の基礎学力のなさにも気づけたし、もっと
自分が学習できていたら患者さんに喜んでもらえる
退院指導もできたのかな……。自分の課題に気づく
きっかけになったので、次の実習ではこの〈課題を
一つでもクリアできるようにしたい〉。」〔C〕
「今回の３週間で手術見学では、人間のからだの
しくみを直接確認することができて、手術した翌日
に歩行する離床時の看護も実際にみることができ
て、先生が『看護の力で回復促進できる』と言って
いた意味が本当に理解できて、〈人間の回復力〉に
改めて気づけた実習だった。」〔F〕
【看護への探究心と志向性の深まり】では、〈自分
の看護を追い求める〉〈看護師を目指す意欲の高ま
り〉で構成されていた。
「看護師さんは患者さんが元の家に戻ったときを
考えて、自分では最初は生活の想像ができなかった
ところがあって悩んだけど、退院調整看護師や皮
膚・排泄認定看護師とケアや社会資源の活用につい
て、カンファレンスを通して一緒に考える機会をも
らい、看護師の活躍の場の理解と〈自分の看護を追
い求めること〉ができてよかった。」〔A〕
「正直、この実習に来るまでは、どこに就職した
いとか、将来何をやりたいのか、よくわからなかっ
たけど……この実習で手術を待つ患者さんの心理状
態を理解しながら、看護師さんがオリエンテーショ
ンを細かく説明したり、術後の痛みを何とか軽減し
ようと薬が切れる前に薬を入れたり、効果のある時
にケアや歩行したり、患者さん中心でケアしている
ことが目に見えてわかって、〈こんな看護師さんに
なりたい〉と思えるモデルナースにも出会えて、そ
の看護師さんを目標にした実習だった。」〔D〕
Ⅶ. 考察
本研究により、周手術期看護実習の学生が感じた
困難感における対処のプロセスが明らかとなった。
４つの時期に分けて考察する。
学生は（図１）で示したように、第Ⅰ期から始ま
り、互いのカテゴリの変化を受けて、第Ⅱ期、第Ⅲ
期では、互いの影響を受けながら行きつ戻りつしな
がら、第Ⅳ期を迎えていた。
a. 第Ⅰ期
周手術期看護実習での学生は、実習前に既領域実
習からの影響をダイレクトに受けて、ネガティブな
実習体験から脱却するために不安な気持ちを抑え、
「まぁ何とかなる」と居直り、これまでの実習での
課題を挽回したいという思いを強く持ち、乗り越え
ようとしていた。また実習準備として、看護技術を
含めた事前学習と看護過程での疑問等を克服しよう
と努力し、周手術期看護実習での目標を見つけて、
３週間乗り切ろうという覚悟をもって臨んでいたこ
とが推測された。このことは、三浦が述べている学
生は自分の傾向に直面する体験や自己が揺らぐ体験
をもち、困難を乗り越えてこそ達成感をもて看護師
としての資質が養える５）に合致していた。
b. 第Ⅱ期
実習が開始し、この実習は以前の実習とは違うこ
と、また環境への変化も大丈夫と自分に言い聞かせ
るなど、心配な気持ちを払拭し、新たな気持ちでス
タートを切っていた。そして患者と出会い、情報を
取ろうとした時に今までの実習での自己のコミュニ
ケーションのあり方を振り返り、何とか患者と関係
性を築こうと手がかりを探し、演習記録をヒントに
患者の生活に近づこうと努力する姿がみられた。
これは、杉森らが看護基礎教育課程の看護学生は、
自分とは発達段階が異なる人々を理解し、これまで
経験したことのない人間の生病老死にかかわる問題
に直面し、自分の手でその人の生活に深くかかわる
側面に対し援助するという学習意識を持つ。看護学
実習における学習課題は青年期の学生の発達課題と
矛盾した内容を持ち、学生にとって避けることので
きない困難を伴う授業となる６）と述べていること
27
周手術期看護実習での学生が感じた困難感における対処のプロセス
を意味している。
また、長田は、成人実習中のコミュニケーション
技術の変化を調査し、実習を通して学生のコミュニ
ケーション技術が向上したこと７）を明らかにして
いる。
以上のことから、学生は患者理解のためのコミュ
ニケーションに困難感を生じるが、少しずつ患者と
距離を縮めながら、コミュニケーションを駆使し、
患者のこれまでの生活過程を描いていたと推察され
た。
c. 第Ⅲ期
実習も半ばを過ぎると、自分の力量に気づき、試
行錯誤しながら基礎から学習をやり直す、時にはグ
ループメンバーや指導者、教員に相談し、何とか解
決しようと手段を選ばず前に進もうとしていたこと
が伺えた。
そして、患者さんの状況に合わせて何とかケアを
しようとするが、思いもよらぬ疼痛で離床が阻ま
れ、うまく対応できずに焦燥感もみられたが、一息
ついて冷静に考え、計画変更する術を学ぶ機会を得
られたことで看護実践力が向上していたことが推察
された。
中澤らは、学生は対象者を理解しきれないまま看
護過程を展開し、援助を行う中で対象者の理解が不
足していることに気づくことがある８）と述べている。
また、山下らは、学生が未熟さを自覚し他者に援
助を求めたり、他者からの援助を受け入れるという
行動をとることは、円滑に実習を進めていく上で必
要である９）と述べていることに合致していた。
d. 第Ⅳ期
実習終了に向かい、周手術期看護実習の３週間を
振り返り、日々の患者の変化に合わせた看護技術経
験により成果を感じ、自己の成長につながったこと
は佐藤らが、学生は経験を積み重ねることによっ
て、患者の変化を的確に捉え客観的に評価すること
ができるようになっている10）と述べていることに
合致していた。以上のことにより、学生は、実習が
継続できたことへの周囲への感謝をし、自分の課題
は露呈されたが、それでも困難感を乗り越えた者と
して次の実習への抱負を語れるまでに人間力が磨か
れていたと推察された。
Ⅷ. 結論
本研究では周手術期看護実習中、学生は数多くの
困難感に遭遇していたことが明らかとなった。しか
し、困難感に遭遇したときにその都度学生は、自己
を省察し、自分が抱えきれないことは周囲への協力
を求めながら、乗り越える対処行動ができていた。
また、自分の力で乗り越えたという実感が伴うこと
で、看護への探求心や志向性の深まりをもたらすこ
とにつながっていたことが導き出された。
Ⅸ. 研究の限界と今後への示唆
本研究から生成された理論はM-GTAの特性上、
３年課程の看護短期大学の周手術期看護実習での学
生が感じた困難感の対処プロセスを明らかにしたも
のという方法論的限定がある。
また調査も１施設から得られたデータに基づき分
析を行ったため、全ての看護教育機関に在籍する学
生の現象として一般化するには限界がある。
今後は他の教育機関とも連携を図り、データ数を
増やして、一般化できるようにしていく必要がある
と考える。
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